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◎所管事項説明 

（１）令和５年度三重県・鳥羽市・伊勢市総合防災訓練の実施結果について 

 

１ 訓練の目的 

三重県総合防災訓練は、関係機関との連携、地域特性の考慮、住民参加の３つの視点をふまえて、

防災体制の充実強化、住民の防災意識向上を目的として毎年度実施しています。 

今年度の総合防災訓練は、南海トラフ地震を想定し、津波による甚大な被害が予想される鳥羽市

を中心に、離島や観光客への対応という地域特性も考慮した訓練を実施しました。 

 

２ 訓練の概要 

（１）日 時  令和５年11月26日(日)※ ９時00分～11時30分 

※観光施設、宿泊施設での避難誘導訓練は先行して実施 

（２）会 場  (メイン会場) 鳥羽市保健福祉センターひだまり横駐車場、 

鳥羽市保健福祉センターひだまり、鳥羽中央公園、鳥羽市民体育館 

(サブ会場)  鳥羽市立旧長岡中学校、神島、桃取コミュニティセンター、 

鳥羽港中之郷地区、三重県広域防災拠点（伊勢志摩拠点）、 

鳥羽市物資拠点、菅崎園地場外離発着場、 

伊勢市立旧神社小学校体育館 他 

（３）参加規模  参加機関：防災関係機関及び行政機関         計 83団体 

         参加人数：訓練参加機関 約610名、住民 約3,500名、 

              来賓及び各訓練会場来場者 約100名    計 約4,210名 

（４）想 定   南海トラフ地震の発生を想定 

（５）訓練評価者 三重大学大学院工学研究科 川口 淳 准教授 

 

３ 主な訓練内容 

（１）救出救助訓練（鳥羽市保健福祉センターひだまり横駐車場、神島） 

各救助機関の連携及び災害装備資機材を有効活用した救出・救助等の一連の手順を確認するこ

とを目的として、揺れや浸水による倒壊家屋や土砂埋没車両からの救助活動を実施しました。 

特に複数の救助機関が活動状況を共有し対策立案を行う現地合同調整所を設置し、円滑に相    

互連携を図ることができました。 

また、海上保安庁のヘリで神島から吊り上げによる負傷者の救助訓練を実施し、離島における

救助手順の確認を行いました。 

 

（２）応急救護訓練（鳥羽市保健福祉センターひだまり 他） 

現場救護所でトリアージした患者を応急救護所で受け入れた後、処置、搬出を実施する訓練に

より、医療従事者間での連携を確認しました。 

また、海上保安庁から消防、病院への輸送連携を確認することを目的として、神島からヘリで

運ばれた負傷者を災害拠点病院である伊勢市立伊勢総合病院に搬送する訓練を実施しました。 
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（３）物資輸送訓練（鳥羽港中之郷地区、三重県広域防災拠点（伊勢志摩拠点）、鳥羽市物資拠点、 

菅崎園地場外離着陸場 他） 

陸路と海路での国からのプッシュ型支援物資を、県と市の物資拠点を通じて、孤立地域や各避

難所に輸送することで、物資輸送の一連の流れを確認しました。 

また、物資を輸送した海上自衛隊艦艇への燃料補給訓練を行い、災害時の安全・確実・円滑な

燃料供給体制を確立することができました。 

 

（４）津波避難訓練（鳥羽市内） 

鳥羽市全域において住民参加の津波避難訓練を実施し、各住民が実際にそれぞれの避難路の確

認を行いました。また、多くの住民が訓練に参加することで、地域全体で防災意識の向上を図る

ことができました。 

 

（５）避難所運営訓練（桃取コミュニティセンター、鳥羽市立旧長岡中学校 他） 

避難所にＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）を派遣して、医療的な視点で避難所アセスメントを

実施しました。また、段ボールベッド等も活用し、体が不自由な人への対応、授乳室の設置等、

多様性に配慮した避難所運営訓練を実施しました。 

 

（６）観光施設、宿泊施設での避難誘導訓練（鳥羽水族館、鳥羽グランドホテル） 

観光地としての災害に対する安全性を高めることを目的として、観光施設や宿泊施設で南海ト

ラフ地震が発生した想定での避難誘導訓練を行いました（鳥羽水族館は９月２日（土）、鳥羽グラ

ンドホテルは11月16日（木）に実施）。 

 

（７）離島におけるライフライン機関による復旧訓練（答志島桃取） 

海上保安庁の船舶で通信事業者と電力事業者の職員を答志島へ輸送する訓練を行うとともに、

現地で電話基地局の復旧作業を行うことで、離島におけるライフライン施設の復旧手順を確認す

ることができました。 

 

（８）被災者支援訓練（鳥羽港中之郷地区） 

船舶を活用した被災者支援として、海上保安庁による給水支援、入浴支援、携帯電話の充電設

備の提供等を行いました。 

 

（９）遺体安置所運営訓練（伊勢市立旧神社小学校体育館） 

遺体安置所の設置、運営に関し、必要となる人員、物資及び各関係機関の役割を確認すること

ができました。 
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４ 訓練評価者からの評価 

・多様な関係機関が一堂に会し、大規模な訓練を実施できた点については高く評価できる。 

・訓練の実施に向けた調整や準備を通じて、関係機関同士がそれぞれの能力を発揮するための議

論ができたことは、災害発生時に必ず役立つ。 

・各参加者が今回の訓練で感じた違和感や疑問点は、今後に向けて解決すべき課題であるため、

関係機関等と共有、議論し、次回の訓練等で検証してほしい。 

 

５ 今後の取組 

今後も、三重県総合防災訓練、三重県総合図上訓練等を通じて県災害対策本部・国・市町・防災

関係機関等の連携強化に引き続き取り組むとともに、住民の防災意識向上を図るための訓練や、地

域の特性に応じた訓練を実施していきます。 

 

６ 訓練写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救出救助訓練(土砂災害からの救助)            救出救助訓練 (倒壊家屋からの救助) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

応急救護所訓練(医師等による負傷者のトリアージ)    物資輸送訓練(自衛隊ヘリによる孤立地区への物資輸送) 
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避難所運営訓練（桃取コミュニティセンター）          避難所運営訓練（旧長岡中学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者支援訓練（海上保安庁巡視船から給水車への給水）   避難誘導訓練（宿泊施設での従業員による避難誘導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     遺体安置所運営訓練(医師による検視・検案)          訓練講評 （三重大学 川口 淳 准教授） 
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（２）令和５年度「防災に関する県民意識調査」結果（速報）について 

 

県では、県民の皆さんの自然災害に対する備えの状況や防災に関する意識を把握し、県の

防災・減災対策に活用するため、平成 14 年度から「防災に関する県民意識調査」を実施し

ています。令和５年度は以下のとおり調査を実施し、各設問別の回答状況などについて調査

結果（速報）を取りまとめました。 

 

１ 調査の概要 

（１）調査対象：県内全市町の 18歳以上の 5,000人 

（２）調査方法：調査票を郵送（回答は郵送方式とＷｅｂ方式を併用） 

（３）調査期間：令和５年 10月 13日（金）から令和５年 10月 30日（月）まで 

（４）回 答 率：50.2％（2,512人/5,000人） 

（５）設 問 数：49問（枝問含む） 

※周知を図るべき用語については調査票に解説を記載するとともに関連ページのリン

クをＱＲコード等で掲載 

 

２ 主な調査項目 ※括弧内は意識調査における設問番号（別冊参照） 
（１）災害に対する意識 

① 東日本大震災後の防災意識の移り変わり（問４） 

② 紀伊半島大水害後の防災意識の移り変わり（問９） 

③ 地震に対する避難行動のきっかけ（問５－１） 

④ 地震に対して避難しない理由（問５－２） 

⑤ 風水害に対する避難行動のきっかけ（問 10－１） 

⑥ 風水害に対して避難しない理由（問 10－２） 

⑦ 南海トラフ地震臨時情報の認知度（問３） 

⑧ 避難情報（警戒レベル）の認知度（問７） 

⑨ 線状降水帯の認知度（問８）【新規】 

（２）災害時の情報収集 

⑩ 災害時の情報の入手先（現在）（問 11） 

⑪ 災害時の情報の入手先（今後）（問 12） 

⑫ 災害時に知りたい情報（問 13） 

⑬ プッシュ型で受け取りたい情報（問 14）【新規】 

（３）「自助」、「共助」の取組状況 

⑭ 家庭での防災対策の状況（問 19） 

⑮ 防災対策についての身近な人との話し合いの状況（問 20）【新規】 

⑯ 地域の防災活動への参加意識（問 21） 

⑰ 地域や職場における防災活動への参加状況（問 22－１） 

⑱ 参加したい防災活動（問 22－４）【新規】 

（４）消防団 

⑲ 消防団の認知度（問 26）【新規】 

⑳ 消防団に期待する活動（問 27）【新規】 

㉑ 消防団への入団意思（問 28－１）【新規】 

㉒ 消防団に入団しない理由（問 28－２）  
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（３）審議会等の審議状況について 

 

審議会等の審議状況（令和５年９月 19日～令和５年 11月 21日） 

（防災対策部） 

１ 審議会等の名称  三重県救急搬送・医療連携協議会 

２ 開催年月日  令和５年 11月 21日（書面開催） 

３ 委員 

会長  三重大学医学部附属病院 病院長 池田 智明 

副会長 三重県医師会 副会長      田中 孝幸 

     四日市市消防本部 消防長    人見 実男 

委員  三重県精神科病院会 会長    齋藤 純一、他 19名 

４ 諮問事項 なし 

５ 調査審議結果 
令和５年度第１回及び第２回メディカルコントロール専門部会の

実施結果について報告 

６ 備考  

 

23


